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平成 27 年度 中学校各教科等担当指導主事等連絡協議会 伝達事項 

 
１ 数学科における教育課程実施上の課題と指導上の留意事項 

 （１）学習指導要領の趣旨を改めて確認（解説 p3） 

 

 

 

 （２）学習指導要領に対応した授業研究を充実（解説 p52） 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）目標と関連付け，言語活動を充実した効果的な指導（解説 p14） 

 

 

 

 

 （４）見通しを立てたり，振り返ったりする学習活動を充実（解説 p9） 

 

 （５）家庭での学習習慣を身に付ける適切な指導 

 

２ 初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（中教審への諮問）H26.11.20 

 （１）審議事項の柱 

   ① 教育目標・内容と学習・指導方法，学習評価の在り方を一体として捉えた新しい時代に

ふさわしい学習指導要領等の基本的な考え方 

   ② 育成すべき資質・能力を踏まえた新たな教科・科目等の在り方や既存の教科・科目等の

目標・内容の見直し 

   ③ 学習指導要領等の理念を実現するための各学校におけるカリキュラム・マネージメント

や学習・指導方法及び評価方法の改善支援の方策 

 （２）アクティブ・ラーニングの充実 

   ・ 主な取組例 
      言語活動の充実，ペア学習・グループ学習等の推進，ICT の活用など 
 
３ 平成 27 年度全国学力・学習状況調査について 

 (１)解説資料の五つの特徴 

   ① 教科に関する調査の各問題について，学習指導の改善・充実を図るための情報を盛り込

んでいる。 

   ② 全ての先生が，学習指導の改善・充実に活用できるものを目指して作成している。 

   ③ 調査実施後，すぐに活用できるように作成している。 

   ④ 一人一人のつまずきが見えるように解答類型を設けている。 

   ⑤ 関連する過去の資料も活用できるように作成している。 

・ 数学的活動は，基本的に問題解決の形で行われる。すなわち，疑問や問いの発生，そ

の定式化による問題設定，問題の理解，解決の計画，実行，検討及び新たな疑問や問い，

推測などの発生と問題の定式化と続く。それら一連の活動を実体験することは，数学を

学ぶことの面白さや考えることの楽しさ，数学の必要性や有用性を実感する機会をもた

らしてくれるし，そこで粘り強く考え抜くことが必要になり，成就感や達成感などを基

にして自信を高め自尊感情をはぐくむ機会も生まれる。また，異なる考え方を相互に取

り入れ深めていくなど，互いに理解し合うことにもつながる。 

・ 見通しをもって数学的活動に取り組み，振り返ること。 

・ 数学的活動を通して，数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則についての

理解を深め，数学的な表現や処理の仕方を習得し，事象を数理的に考察し表現する能力

を高めるとともに，数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し，それらを活用して考え

たり判断したりしようとする態度を育てる。 

・ 数学的活動を一層充実させ，基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付け，数学的

な思考力・表現力を育て，学ぶ意欲を高めるようにする。 
・ 数学を学ぶ意欲を高めたり，学ぶことの意義や有用性を実感したりできるようにする。
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 (２)解説資料の活用に当たって 

   ・ 一人一人の生徒の解答状況を把握するために，解答類型を示している。正答例や誤答例

を示しているので，学習指導の改善・充実を図る際に活用してほしい。 
   ・ 日々の学習指導に生かすために，改善・充実を図るポイント記述している。報告書や授

業アイディア例など，これらの資料も併せて活用してほしい。 
 (３)平成 27 年度 B 問題 1（事象の数学的な表現と解釈） 

   ① 出題の趣旨 
    ・ 必要な情報を適切に選択し，判断すること。 
    ・ 数学的な結果を事象に即して解釈すること。 
    ・ 事柄が成り立つ理由を数学的な表現を用いて説明すること。 

 
   ② 学習指導に当たって 
    ・ 目的に応じて必要な情報を選択し，事象に即して数学を活用できるようにする。 
    ・ 日常的な事象について，言葉で表された式の数学的な意味を考えられるようにする。 
    ・ 数学的な解釈に基づいて，事柄が成り立つ理由を説明できるようにする。 
 
４ 授業と評価計画づくり 

 ○ 指導と評価の計画の進め方 

   ① 単元の目標を設定する。   ⇒ 学習指導要領を基に設定する。 
   ② 単元の評価規準を設定する。 
     ⇒ 「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」の評価規準に盛り込

むべき事項を基に設定する。 
   ③ 学習指導に対応して評価規準を設定する。 
     ⇒ 評価規準とともに評価方法も併せて計画を立てる。 


